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日々の分析業務には、対象試料の分析以外にもシステムを最適化し、適合性を点検するための、様々なルーチン作業が含
まれます。こうした作業は通常手動で行われますが、同じ作業の繰り返しは非生産的である上、作業者によって差が出てしま
いがちです。Nexis GC-2030とLabSolutionsを組み合わせれば、こうした日常のルーチン作業を全て自動化、記録することで、
作業者を非生産的な作業から解放し、装置を常に、確実に分析に最適な状態に管理することができます。正常な分析フローは
勿論、各種チェックの判定結果に応じた処理の分岐により、異常時のフローも含めてルーチン分析を完全に自動化できます。

1. 分析業務のルーチン作業を全て自動化

キーワード：
#Nexis GC-2030 #LabSolutions #ラボオートメーション #システムスータビリティ #オートスタートアップ #オートシャットダウン
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オートスタートアップ
特定の日時にシステムをスリープ状態から自動で起動することができます。
Nexis GC-2030はシステムを最適な条件で起動するよう最適化されており、ス
リープ状態から起動後カラムのキャリアガス置換、システムのクリーンアップまで
自動で行うことができます。起動はLabSolutionsのバッチ処理として実行される
ため、装置点検、適合性試験など、起動後は次のフローへ自動移行が可能です。

システムチェック
インサートやシリンジなどの消耗品使用状況と装置の日常点検を自動的に実施
するシステムチェック機能を搭載。LabSolutionsから自動で実行可能です。結果
はレポート出力されるため、装置の稼働状況を的確に判断する事ができます。

システムスータビリティ
LabSolutionsのシステムスータビリティ機能でシステム適合性試験を自動で行え
ます。判定結果による処理の分岐が可能なため、合格/不合格によって実分析
に移行、処理を中止する、適合性チェックを繰り返すなど、適合性試験のプロセ
スを完全に自動化できます。

ベースラインチェック
ベースラインのノイズとドリフト値を監視し、各検出器について、ベースラインの
安定性が基準を満たしたことを判断して自動で分析を開始することができます。

スマートデバイスでのモニタリング
LabSolutions Directを使えば、分析中の装置の稼動状態やクロマトグラムをス
マートデバイスで確認することができます。分析メソッドの選択、分析の開始・停
止などの操作もスマートデバイスから可能です。

メール通知
分析終了やエラーの発生をメールで自動通知することで、分析の終了時間を気
にすること無く他の作業に集中できます。宛先はイベントごとに設定できるため、
「エラー発生時はマネージャーにも通知」などのカスタマイズも可能です。

オートシャットダウンとGC停止手順
分析後、設定に従ってシステムを停止します。NexisGC-2030の停止手順設定機
能によりシステムを安全にスリープ状態に移行させることで、GC-2010Plusの待
機状態より消費電力を60% 削減できます。クリーンアップ用に作成したメソッドを
実行することで、分析終了時の装置状態も管理できます。

ヘッドスペース分析と液体注入分析の自動切替
HS-20とAOC20を1台のGCに同時搭載可能。LabSolutionsのバッチ処理により、
自動で切り替えながら連続分析を行うことで、生産性を向上させます。
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2. 自動化により分析業務で発生するコストを極限まで削減

3. 仕様（ LabSolutionsとNexis GC-2030 使用時 ）

毎日3時間を節約
典型的なシステムの適合性試験には2h程度を要し、起動や停止の操作と合わせて3h以上か
かる場合もあります。 Nexis GC-2030とLabSolutionsでこれらを自動で処理すれば、これらの
ルーチン作業に手を煩わされること無く、本来の分析業務に集中することができます。

消費電力をGC-2010Plus より更に60%カット※1

Nexis GC-2030 のスリープモードではGC-2010 Plusと比較して消費電力を更に60%カット。
LabSolutionsのオートシャットダウン・オートスタートアップ機能と連携して、分析しない間の無駄
な電力消費を最大限削減することができます。

ガス消費を25%カット
オートシャットダウン機能によりNexis GC-2030がスリープモードに移行する際に、自動でガス
の供給を停止。例えば24時間のうち6時間は分析を行わない場合、ガスを流したままにした場
合に比べて1日あたりのガス消費を25%カットできます。

※1 GC-2010PlusとGC-2030をオートシャットダウンした場合のシャットダウン後消費電力比較

項目 仕様

スタートアップ
スタートアップ日時設定 / スタートアップメソッド設定 /  スリープモードから起動 / ガス制御開始 / キャ
リアガス置換時間設定（スタートタイム） / 検出器・温度制御開始 / 検出器自動点火 / クリーンアップ
実行 / スタートアップ後のバッチ処理実行

システムチェック
バッチによるシステムチェック実行 / 結果による次のアクション設定 / 消耗品使用回数チェック / CRG
使用時間チェック / GCシステムチェック / システムチェックレポート出力

システムスータビリティ
バッチによるシステムスータビリティテストの実行 / 50項目以上のテスト対象パラメータ（保持時間、面
積、ノイズ他）/ 上限・下限・%RSDによる判定の実施 / 結果による次のアクション設定 / システムスータ
ビリティレポートの出力

ベースラインチェック
分析ごとのベースラインチェック実施有無設定 / ASTM・rms・Slopeテストによるノイズ判定 / ノイズとド
リフトを対象としたベースラインチェック実行 / 合格判定後自動で分析開始 / 不合格時の自動延長時
間設定 / 不合格時の次のアクション設定

Lab Solutions Direct iPhone, iPad, Android 端末をサポート / クロマトグラムやステータスをモニタリング / 
装置の起動・停止 / 装置の設定値変更 / メソッドの選択とダウンロード / 分析の開始・停止

メール通知
システムのエラー・警告をメールで通知 / 各ユーザーで 装置のエラー・警告・バッチ開始・バッチ一時
停止・バッチ終了・スタートアップ・シャットダウン のイベントごとにメール通知

シャットダウン
バッチ処理後に自動シャットダウン / シャットダウンメソッドの設定 / クールダウン時間設定 / ガス制
御停止時間設定（フローオフタイム） / 自動スリープ
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